
三
栄
会
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
サ
ン
エ

イ
・
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
が
八
月
二
二

日（
水
）、
三
井
物
産
本
館
地
下
一
階
催
事
場
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
ま
で
は
「
納
涼
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
昨
年
か
ら
「
サ
ン

エ
イ
・
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
」
と
呼
び
名
を
変
え
今

年
は
通
算
で
第
一
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
の
テ

ー
マ
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
」
で
し
た
が
、
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
お
互
い
を
知
ろ
う
」
で
す
。
出
会
い
、

そ
し
て
お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。
会
員
企
業
数
一
四
〇
社
を
超
え
る
こ
の
巨
大

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
「
出
会
っ
て
」、
そ

し
て
「
お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
」
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
く
、
こ
れ
こ
そ
三
栄
会

会
員
企
業
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

年
の
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
者
は
四
三
社

二
六
八
名
で
、
昨
年
の
三
七
社
二
〇
八
名
に
比
べ
、

参
加
企
業
数
で
一
六
％
ア
ッ
プ
、
参
加
者
数
で
二

九
％
と
大
幅
な
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
参
加
者
全
員
に
参
加
記
念
と
し
て
三

栄
会
の
ロ
ゴ
入
り
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
布
。
現
在
、

日
本
で
は
レ
ジ
袋
が
年
間
一
五
三
億
枚
も
消
費
さ

れ
、
そ
の
量
は
石
油
三
〇
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
相
当

す
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
レ
ジ
袋
に
代

わ
っ
て
こ
の
三
栄
会
エ
コ
バ
ッ
グ
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
、
一
枚
で
も
レ
ジ
袋
を
減
ら
せ
る
よ
う
ぜ
ひ

こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
こ

に
行
く
に
も
こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
か
ば
ん
に
入
れ
て

持
ち
歩
く
。
そ
し
て
買
い
物
を
し
た
ら
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
ず
に
、
こ
の
エ
コ
バ
ッ
ク
に
入
れ
る
。
そ
し
て

街
中
で
は
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
隅
の
S
A
N-

E
I
K

A
I
マ
ー
ク
が
き
ら
り
と
光
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
三
栄
会
紹
介
ビ
デ
オ
が
本
格
的
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
サ
マ
ー
・
フ
ェ

ス
タ
の
開
始
で
す
。
昨
年
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
日
は
司
会
に
よ
る
生
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
ビ
デ
オ
は
本

格
的
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
た
、
広
報
委
員
と
事

務
局
が
何
回
も
製
作
者
と
検
討
を
重
ね
て
完
成
さ
せ

た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ビ
デ
オ
で
す
。

当
日
は
非
常
に
多
く
の
方
で
会
場
が
満
員
で
あ
っ

た
た
め
、
少
し
ビ
デ
オ
に
注
意
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
映
像
で
分
か
り
や
す
く
三
栄
会
の
目

的
や
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
三
栄
会
の

紹
介
の
た
め
に
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｖ
Ｔ
Ｒ
ビ
デ
オ
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
事
務
局
に
申
し
込
め
ば
貸
し
出
し
て
も
ら

え
ま
す
）。

そ
し
て
、
東
京
三
栄
会
増
田
会
長
に
よ
る
開
催
の

挨
拶
に
続
い
て
、
乾
杯
の
発
声
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
お
互
い
を
知
ろ
う
」
を
実
現
す
る

た
め
、
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

①
参
加
企
業
と
賞
品
提
供
企
業（
三
〇
社
／
計
一
、

六
七
六
点
）の
会
社
紹
介
パ
ネ
ル
の
会
場
内
展
示
。

②
簡
単
な
ク
イ
ズ
形
式
の
「
三
栄
会
ク
イ
ズ
」
の

実
施
。
三
栄
会
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、

例
え
ば
、「
三
栄
会
の
会
員
全
員
を
対
象
と
し
た

特
別
行
事
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
回
答
の
「
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
」
を

選
択
す
る
な
ど
し
て
全
問
回
答
で
き
る
と
、
景

品
引
換
所
で
豪
華
賞
品
が
当
た
る
。

③
企
業
名
ビ
ン
ゴ
の
実
施
。
会
場
で
名
刺
交
換
を

し
て
い
た
だ
き
、
集
め
た
名
刺
の
企
業
名
を
マ

ス
に
入
れ
、
選
択
さ
れ
た
企
業
名
で
縦
、
横
、

斜
め
の
ど
れ
か
が
揃
う
と
「
ビ
ン
ゴ
」。
こ
れ
だ

け
で
リ
ヤ
ド
ロ
人
形（
三
万
円
）や
S
E
N
C
E
O

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー（
一
万
五
千
円
）、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ア
・
チ
ケ
ッ
ト（
一
万
円
）な
ど
賞

品
提
供
企
業
か
ら
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
恒
例
と
な
っ
た
サ
プ
ラ
イ

ズ
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
昨
年
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
は
ゴ
ス
ペ
ル
の〝
エ
ノ
ー
マ
ス
・
ボ
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第70号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年9月（2）

参加企業の会社紹介パネルと会社案内を展示

和気あいあいとした会場の雰囲気

あちらこちらで名刺交換が盛んに行われた

イ
ス
・
イ
ン
ユ
ー
〞で
し
た
が
、
今
年
は
美
し
い
ソ

プ
ラ
ノ
・
オ
ペ
ラ
歌
手
グ
ル
ー
プ
の
〝
フ
ェ
ス
テ
ィ

ー
ナ
レ
ン
テ
〞（
ラ
テ
ン
語
で
「
急
が
ば
回
れ
」
と
い

う
意
味
）を
お
招
き
し
て
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
よ
り
乾

杯
の
歌
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ
う
も
り
」
よ
り
シ
ャ
ン

パ
ン
の
歌
、「
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
」
よ
り
踊
り
明

か
そ
う
な
ど
、
親
し
み
の
あ
る
曲
が
美
し
い
声
で
歌

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
心
に
し
み
る
良
い
曲
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
横
手
共
通
世
話
人
か
ら
中
締
め
の
挨
拶

が
行
わ
れ
、
約
二
時
間
に
わ
た
る
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス

タ
は
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。「
出
会
い
」
か
ら

「
お
互
い
を
知
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
今
年
の
サ
マ

ー
・
フ
ェ
ス
タ
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
三
栄
会
の

会
員
企
業
名
を
何
社
覚
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

ま
た
、
会
場
で
仲
良
く
な
っ
た
お
友
達
は
何
人
で
き

ま
し
た
か
？

最
後
に
、
多
く
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

企
業
の
皆
さ
ん
、
こ
の
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
の
企

画
・
準
備
・
実
行
・
撤
収
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
エ

ニ
ー
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
広
報
委
員
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
来
年
も
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

（
広
報
委
員
長
／
日
本
ユ
ニ
シ
ス
　
前
田
）

横手共通世話人による中締めで会場は盛況のうちに終了

挨拶する
横手共通世話人

ハズレなしのビンゴゲーム

フェスティナーレンテ（オペラ女性歌手グループ）
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近
年
の
企
業
グ
ル
ー
プ
連
結
経
営
の
流
れ
に
沿
っ

て
、
今
後
は
広
報
面
で
も
企
業
グ
ル
ー
プ
広
報
を
目
指

し
て
、
広
報
活
動
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
日
本
国
内
の
Ｍ
Ｂ
Ｋ
グ
ル
ー

プ
広
報
に
関
し
て
は
三
栄
会
会
員
各
社
が
、
①
ど
の
部

署
に
お
い
て
、
②
い
か
な
る
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
な
ど
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

調
査
方
法
は
、
七
月
初
め
に
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
へ
の

参
加
見
込
を
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
際
に
、
会
員
各
社

の
広
報
担
当
部
署
に
つ
い
て
も
同
時
に
問
い
合
せ
る
方

式
を
取
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
本
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
を
基
に
、
①
会
員
各
社
の
活
動
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
把
握
す
る
、
②
サ
ン
エ
イ
ニ
ュ
ー
ス
・
三
栄
会

Ｈ
Ｐ
な
ど
の
機
関
紙
に
記
事
掲
載
す
る
、
③
三
栄
会
広

報
取
材
源
を
広
げ
る
、
な
ど
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
結
果（
会
員
一

四
二
社
の
う
ち
六
六
社
よ
り
回
答
あ
り
）は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
広
報
担
当
し
て
い
る
の

は
総
務
部
が
多
く
、
社
内
誌
の
発
行
は
一
四
社
で
業
界

関
連
が
多
く
、
広
報
活
動
と
し
て
は
主
に
会
社
案
内
と

Ｈ
Ｐ
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
会
員
の

中
で
は
、
一
三
社
よ
り
広
報
委
員
会
や
会
員
各
社
と
の

意
見
交
換
を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
）

平
成
一
九
年
度
東
京
三
栄
会
機
械
部
会

は
、
五
月
二
九
日
に
会
員
一
四
社
二
八
名

（
懇
親
会
三
六
名
）の
参
加
を
得
て
、
三
井

物
産
本
店
地
下
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

定
例
部
会
で
は
、
四
月
一
日
付
で
三
井

物
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㈱
、
三
井
物
産
プ
ラ

ン
ト
㈱
、
三
井
物
産
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱
、

三
井
物
産
交
通
シ
ス
テ
ム
㈱
の
４
社
統
合

に
よ
り
、
世
話
人
を
継
承
さ
れ
た
三
井
物

産
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
㈱
椎
木
社
長
の
議

事
進
行
お
よ
び
説
明
に
よ
る
機
械
部
会
会

員
の
異
動
状
況
、
代
表
者
交
代
、
次
期
世

話
人
に
つ
い
て
の
報
告
に
続
き
、
東
京
三

栄
会
増
田
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
審
議
事
項
と
し
て
、「
機
械
部

会
世
話
人
に
関
す
る
内
規
」
の
改
訂
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
員
一
致
で
承

認
・
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
演

会
に
移
り
三
井
物
産
㈱
情
報
戦
略
企
画
部

大
橋
部
長
、
坂
東
室
長
に
よ
る
「
連
結
グ

ロ
ー
バ
ル
で
の
内
部
統
制
の
向
上
に
む
け

て
〜
米
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
四
〇
四
条
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
プ
ロ
セ
ス
準
拠
〜
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
セ
ス
準
拠
の

基
本
要
件
、
シ
ス
テ
ム
・
プ
ロ
セ
ス
標
準

化
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実

例
を
挙
げ
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
機
械
部
会
各
社
の
対
応
状
況
と
し

て
、
三
井
物
産
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
久

住
専
務
と
三
井
物
産
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
㈱

田
中
取
締
役
か
ら
説
明
を
頂
き
、
三
井
物

産
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
各
社
に
と
り
重
要

な
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
席
者
の
関
心

も
深
く
有
意
義
な
講
演
会
で
あ
り
ま
し

た
。定

例
部
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
三
井
物

産
か
ら
副
島
副
社
長
、
陶
浪
船
舶
・
航
空

本
部
長
、
古
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
長
、

中
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
部
長
、
浦
島
自

動
車
／
船
舶
・
航
空
業
務
部
長
以
下
幹
部

の
方
々
、
ま
た
東
京
三
栄
会
か
ら
は
豊
島

副
会
長
、
野
村
副
会
長
、
横
手
共
通
世
話

人
ほ
か
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
近
況
報
告
や
意
見
・
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
広
報
委
員
／

物
産
機
械
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
天
野
）
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三
栄
会
は
こ
の
度
、
研
修
委
員
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
、
三
栄
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
上
段
に

研
修
専
用
欄
を
設
け
て
、
八
月
二
七
日
よ

り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

三
栄
会
会
員
は
現
在
募
集
中
の
三
栄
会
研

修
講
座
案
内
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
講
師

紹
介
を
三
栄
会
Ｈ
Ｐ
に
て
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
研
修
委
員
に
よ
る

過
去
の
講
座
の
立
会
報
告
書
も
参
考
資
料

と
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
会
員
窓
口
か
ら
応
募
す
る
際
に
講
座

内
容
を
よ
り
良
く
検
討
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

実
際
の
申
込
に
関
し
て
も
、
Ｈ
Ｐ
の
申

込
欄
に
受
講
希
望
者
を
入
力
し
て
、
そ
の

ま
ま
三
栄
会
事
務
局
へ
直
接
申
し
込
み
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
込
入
力
を

完
了
す
る
と
、
会
員
窓
口
宛
に
電
子
メ
ー

ル
で
「
お
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
の
自
動
返
信
が
届
き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
案
内（
従
来
の
電
子
メ
ー
ル
案
内

も
併
用
）と
な
っ
た
一
一
月
一
か
ら
二
日

開
催
の
管
理
職
研
修（
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）は
、
初
め
て
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
員
皆
様
よ
り
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
直
接
申

込
を
い
た
だ
き
、
順
調
な
滑
り
出
し
を
み

せ
て
い
ま
す
。

三
栄
会
は
引
き
続
き
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し

た
、
会
員
皆
様
へ
の
幅
広
い
ご
案
内
方
法

を
考
案
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
広
報
委
員
会
）

▲

▲

▲

☛

☛
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
ロ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
･
リ
ー
ダ
ー

五
月
三
一
日（
木
）、
Ｍ
Ｂ
Ｋ
本
社
地
下

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
「
組
織
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
／
賢
く
実
践
す
る
作
法
」
と
題
し

て
、
聴
講
者
七
八
名
を
集
め
た
第
一
回
三

栄
会
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
中

教
授
は
「
暗
黙
知
、
形
式
知
」
の
提
唱
者

と
し
て
有
名
で
す
が
、
先
生
と
Ｍ
Ｂ
Ｋ
と

の
関
係
は
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
に
三

井
物
産
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
メ
ン

バ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
、
本
年
六
月
に
は

三
井
物
産
の
社
外
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

野
中
先
生
の
軽
妙
洒
脱
な
お
話
に
は
定

評
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
も
と
て
も
楽
し

く
お
話
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
以
下
に
そ
の
お
話
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を

ま
と
め
ま
し
た
。

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
新
し
い
知
を
生

み
出
す
創
造
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
人

間
の
主
体
的
な
生
き
方
、
価
値
観
、
未
来

創
造
の
戦
略
で
あ
る
。
ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
り
ア
ー
ト
で

あ
る
。
暗
黙
知
で
あ
る
ア
ー
ト
は
、
形
式

知
で
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
と
の
間
で
対
話
的

思
索
の
相
互
作
用
で
実
現
さ
れ
る
。

○
知
識
創
造
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は

ビ
ジ
ョ
ン
、
対
話
、
実
践
、
場
、
知
識
資

産
、
環
境
を
ト
ー
タ
ル
に
関
係
づ
け
て
、

知
の
総
合
力
を
発
揮
さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
の
根
幹
に
あ

る
の
は
、
知
識
の
知
恵
化
を
支
援
す
る
フ

ロ
ネ
シ
ス（phronesis

）で
あ
る
。

※
フ
ロ
ネ
シ
ス
と
は
、
倫
理
の
思
慮
分
別

を
も
っ
て
、
そ
の
都
度
の
文
脈
で
最
適
な

判
断
・
行
為
が
で
き
る
実
践
的
知
恵（
高

質
の
暗
黙
知
）。

○
フ
ロ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー

物
事
の
善
悪
の
判
断
基
準
の
軸
を
持
っ
て

実
践
的
知
恵
を
駆
使
す
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
。
フ
ロ
ネ
シ
ス
を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
は
、

自
ら
の
哲
学
、
歴
史
観
、
審
美
眼
を
総
合

し
た
共
通
善
を
志
向
し
つ
つ
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
状
況
の
本
質
を
察
知
し
て
、
そ
の

都
度
の
文
脈
に
最
善
の
判
断
・
行
動
を
起

こ
す
。
断
片
的
な
情
報
や
知
識
と
い
う
よ

り
は
、
状
況
思
考
・
行
動
が
で
き
る
知
恵

を
備
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
フ
ロ
ネ
テ

ィ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
可
能
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ダ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

話
が
少
し
難
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

具
体
的
な
事
例
で
分
り
や
す
く
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
事
例
で
、
フ
ロ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
･
リ
ー
ダ
ー
の
素
顔
を
知
る

本
田
宗
一
郎
の
善
悪
の
判
断
基
準
を
持

つ
能
力
「
企
業
発
展
の
原
動
力
は
思
想
」

「
技
術
よ
り
も
ま
ず
大
事
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
人
間
の
思
想
だ
と
思
う
。

金
と
か
技
術
と
か
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま

で
も
人
間
に
奉
仕
す
る
一
つ
の
手
段
な
の

で
あ
る
。
人
間
を
根
底
と
し
な
い
技
術
は

何
も
意
味
を
成
さ
な
い
」

「
企
業
発
展
の
原
動
力
は
思
想
で
あ
る
。

従
っ
て
、
研
究
所
と
い
え
ど
も
、
技
術
よ

り
そ
こ
で
働
く
者
の
思
想
こ
そ
優
先
す
べ

き
だ
。
真
の
技
術
は
、
哲
学
の
結
晶
だ
と

思
っ
て
い
る
」

（
本
田
宗
一
郎
『
俺
の
考
え
』
新
潮
社
1

9
6
3
年
）

町
の
技
術
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
本

田
宗
一
郎
氏
が
こ
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。

ま
る
で
哲
学
者
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

本
田
宗
一
郎
の
他
者
と
文
脈
／
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
共
有
し
て
場
を
醸
成
す
る
能

力
「
文
脈
の
共
有
を
触
発
す
る
即
興
力
」

「
ジ
ョ
ー
ク
と
い
う
の
は
実
に
難
し
い
。

そ
の
時
の
雰
囲
気
と
チ
ャ
ン
ス
を
捕
ま
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ふ
っ
と
そ
こ
だ
け

存
在
す
る
も
の
で
、
ほ
か
に
は
存
在
し
な

い
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
し
た
ら
ジ
ョ

ー
ク
は
成
り
立
た
な
い
。
ジ
ョ
ー
ク
と
い

う
の
は
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
人
情
の
機
微

を
察
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
本
田
宗
一
郎
『
俺
の
考
え
』
新
潮
社
1

9
6
3
年
）

こ
こ
で
本
田
氏
が
も
っ
と
も
言
い
た
か

っ
た
点
は
、「
タ
イ
ム
リ
ー
・

タ
イ
ム
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

も
の
に
は
全
て
最
適
な
時
間
が

あ
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失

す
る
と
、
ジ
ョ
ー
ク
の
よ
う
に

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
二
輪
車
の
レ
ー
ス
で
ト
ラ

ブ
ル
発
生
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
発

生
の
時
点
こ
そ
、
問
題
分
析
し

解
決
策
を
検
討
す
る
最
適
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
本
田
氏
は
、
こ
の
タ
イ
ム
リ
ー
･

タ
イ
ム
で
社
員
と
討
議
し
、
難
問
を
解
決

し
て
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
フ
ロ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
･
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
た
め
に

最
後
に
、
私
た
ち
が
フ
ロ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
・
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
習
慣
を
身
に
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
を
、

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

１．
教
養（H

um
anity

）を
身
に
つ
け
る

哲
学
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
、
数
学
、

物
語
な
ど
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
哲

学
は
「
真
善
美
」
を
身
に
つ
け
る
の
に

役
立
ち
、
歴
史
は
史
実
を
通
し
て
シ
ナ

リ
オ
の
理
解
力
を
高
め
る
。
特
に
「
起

承
転
結
」
の
「
転
」
が
大
切
で
あ
る
。

文
学
や
芸
術
は
鋭
い
感
性
を
磨
く
た
め

に
必
要
で
あ
る
。

２．
至
高
経
験（Peak

Experience

）

至
高
経
験
は
可
能
性
へ
の
限
界（
死
）へ

の
投
企（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
）、
純
粋
経
験

（
西
田
幾
太
郎
）、
フ
ロ
ー
体
験（
チ
ク

セ
ン
ト
・
ミ
ハ
イ
リ
）、
修
羅
場
、
武

者
修
行
、
戦
場
、
恋
愛
、
遊
び
な
ど
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
最

高
の
経
験
は
少
し
難
し
い
気
が
す
る

が
、
し
か
し
至
高
経
験
の
持
つ
価
値
は

非
常
に
大
き
い
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

３．
実
践
と
伝
統：

職
人
、
高
い
卓
越
性

の
評
価
基
準

職
人
の
純
粋
性
や
高
い
卓
越
性
の
評
価

基
準
は
、
優
れ
た
職
人
を
鍛
え
あ
げ
て

き
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
同
じ
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
は
ミ
ド
ル
、
す
な
わ
ち

中
間
層
が
絶
え
ず
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り
な

が
ら
組
織
の
中
で
上
下
に
Ｐ
Ｒ
し
て（
ミ

ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
）、
組
織
全
体
に
そ

の
思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
最
近

の
成
功
例
は
、
帯
広
で
の
〝
北
の
屋
台
〞

や
サ
ン
ト
リ
ー
の
〝
伊
右
衛
門
茶
〞
、
サ

ッ
カ
ー
の
〝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
〞
な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
し
で
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
が
こ
の
講
演
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
の
中
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
さ

れ
る
こ
と
を
三
栄
会
は
応
援
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
／
日
本
ユ
ニ
シ
ス
前
田
）

三
栄
会
は
本
年
度
の
活
動
計
画
に
、
三
栄
会
全
体
に
わ
た
る
横
断
的
な
テ
ー
マ
の
講
演
会
開
催
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
堅
い
話
か
ら
柔
ら
か
い
話
ま
で
、
経
営
・
文

化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
は
問
わ
ず
、
会
員
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て
聴
講
で
き
る
講
演
を
春
・
秋
の
年
二
回
位
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
第
一

回
目
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｋ
と
も
関
係
が
深
く
、
実
践
的
経
営
理
論
の
専
門
家
で
あ
る
、
一
橋
大
学
・
大
学
院
の
野
中
郁
次
郎
名
誉
教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

野中郁次郎名誉教授

野中名誉教授の話に出席した経営幹部から一般社員までが熱心に耳を傾けていた

p02-03_初校  07.9.19 5:54 PM  ページ 2



今
回
の
海
外
研
修
は
鉄
鋼
製
品
本
部
関

係
会
社
九
社
か
ら
二
一
名
が
参
加
し
、
七

月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
日
程
で
バ
ン
コ

ッ
ク
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
鉄
鋼

関
連
出
資
先
で
あ
る
サ
イ
ア
ム
・
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
・
ス
チ
ー
ル（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）、
サ
イ
ア

ム
・
ヤ
マ
ト
･
ス
チ
ー
ル（
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）、
バ

ン
コ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
タ
ー
ン
･
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー（
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）、
バ
ン
コ
ッ
ク
・
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）、
タ
イ
・
テ
ィ

ン
プ
レ
イ
ト（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）、
タ
イ
・
ア
イ
ア

ン
ワ
ー
ク
ス（
Ｔ
Ｉ
Ｗ
）の
六
社
を
訪
問
。

実
動
三
日
間
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

し
た
が
、
タ
イ
国
三
井
物
産
鉄
鋼
部
な
ら

び
に
訪
問
先
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
陰
で

充
実
し
た
研
修
成
果
を
得
て
、
全
員
無
事

に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ン
コ
ッ
ク
新
国
際
空
港
に
降
り
立
っ

て
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

曲
線
を
描
い
て
鋼
製
パ
イ
プ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
巨
大
な
宇
宙
船
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
す
。
さ
す
が
タ
イ

国
の
威
信
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
圧
倒
さ
れ
る

規
模
で
、
タ
イ
の
古
風
な
寺
院
や
民
族
衣

装
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
と
て
も
想
像

で
き
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。
新
空
港

建
設
用
の
鋼
材
の
大
半
を
三
井
物
産
グ
ル

ー
プ
が
調
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
誇
ら

し
く
意
気
高
揚
す
る
思
い
で
し
た
。

タ
イ
で
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
乗
り

越
え
て
景
気
に
も
弾
み
が
つ
い
て
き
た
矢

先
に
昨
年
九
月
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生

し
、
そ
れ
以
降
、
民
間
投
資
の
減
少
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
経
済
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
同
様
、
道
路
は
民
衆
の
間
で
急
速
に
普

及
し
て
い
る
自
動
車
で
溢
れ
、
交
通
渋
滞

が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
街
に
は
信
号
機

は
あ
る
も
の
の
自
動
制
御
で
は
な
く
、
警

官
が
街
角
に
立
っ
て
手
動
で
信
号
を
操
作

し
て
い
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
わ

れ
わ
れ
の
理
解
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の

で
し
た
。

視
察
先
に
お
い
て
も
通
貨
危
機
の
影
響

は
大
き
く
、
い
ま
だ
過
剰
生
産
能
力
の
問

題
や
過
当
競
争
の
問
題
を
抱
か
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
、
新
し
い
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
開
拓
と
安
定
操
業
を
図
る
た
め
、

賢
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
は
敬
服
す

る
思
い
で
し
た
。
特
に
、
各
社
と
も
品
質

と
生
産
性
向
上
の
た
め
の
社
員
教
育
を
重

要
課
題
と
し
て
力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
５
S
運
動
を
は
じ
め
〝
カ
イ
ゼ
ン
〞

な
ど
用
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
現
地
の
従
業
員
に
周
知
徹
底

さ
せ
る
べ
く
教
育
し
て
い
る
と
い
う
の
は

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
目
標
と

達
成
度
を
分
か
り
や
す
く
図
表
に
す
る
な

ど
し
て
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
揚
に
努
め
て
い
る
様
子
を
身
近
に
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
社

と
も
女
性
の
活
用
を
盛
ん
に
行
っ
て
お

り
、
な
か
に
は
仕
事
ぶ
り
が
丁
寧
で
安
定

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
検
査
員
の
ほ
と

ん
ど
が
女
性
と
い
う
会
社
も
あ
り
ま
し

た
。タ

イ
の
労
働
者
賃
金
は
日
本
の
一
〇
分

の
一
程
度
と
い
わ
れ
、
か
つ
カ
ン
ト
リ
ー

リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
日
本
を
含

め
海
外
企
業
の
進
出
は
ま
だ
ま
だ
盛
ん
で

す
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
面
だ
け
で
の
勝
負

は
い
ず
れ
壁
に
突
き
当
た
る
と
き
が
く
る

と
思
わ
れ
、
コ
ス
ト
か
ら
質
へ
の
転
換
を

図
る
べ
く
各
社
が
従
業
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
力
を
注
い
で
い
る
姿
勢
と
努
力
が
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
行
く
先
々
で

の
興
味
深
い
体
験
に
研
修
員
が
熱
心
に
見

学
し
、
メ
モ
を
と
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
視
察
先
の
生
産
工
場

や
加
工
セ
ン
タ
ー
と
物
産
が
「
生
産
―
加

工
―
物
流
」
と
い
う
垂
直
的
リ
ン
ケ
ー
ジ

を
作
り
上
げ
て
い
る
現
場
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
商
社
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
投
資
活

動
と
機
能
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
研
修

員
誰
し
も
が
強
い
誇
り
と
使
命
感
を
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
研
修
の
成
果
と
し
て
、
苦
労
を

い
と
わ
ず
現
地
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
の
姿
に
強
い
感
銘
と
刺
激
を
受

け
る
と
と
も
に
、
関
係
会
社
間
で
の
一
体

感
の
醸
成
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
普
段
接
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い

仲
間
同
士
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
に
な
っ

た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
研
修
団
受
け
入
れ
の

準
備
と
す
べ
て
の
工
程
に
同
行
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
タ
イ
国
三
井
物
産
鉄
鋼
部
、

そ
し
て
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
た

訪
問
先
の
皆
様
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
鉄
鋼
分
科
会
／
新
津
田
　
小
川
）

文
化
交
流
委
員
会
か
ら
最
近
の
文
化
教

室
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

【
写
真
教
室
】

平
成
一
九
年
五
月
号
に
て
装
い
を
新
た

に
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、「
黄
昏
か
ら
夜
の
日
比

谷
・
銀
座
を
撮
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
篠
先

生
の
指
導
に
よ
る
撮
影
実
習
を
八
月
に
行

い
ま
し
た
。
当
日
参
加
の
13
名
は
夜
間
で

も
手
ブ
レ
の
な
い
構
え
方
、
構
図
の
決
め

方
な
ど
、
篠
先
生
の
模
範
撮
影
を
交
え
て

の
実
践
講
座
を
受
け
ま
し
た
。
週
末
、
繁

華
街
の
雑
踏
の
中
で
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
ぐ

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
夢
中
に
な
り
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
が
眼
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
い

る
姿
に
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

普
段
な
に
げ
な
く
歩
い
て
い
る
日
比

谷
・
銀
座
の
街
の
様
子
を
全
く
違
う
目
線

で
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
に
は
新
し
い
発
見
と
し
て
残
る
と
思
い

ま
す
。
当
日
の
撮
影
作
品
は
２
L
版
に
プ

リ
ン
ト
し
て
九
月
の
写
真
教
室
で
先
生
の

講
評
と
と
も
に
み
ん
な
で
鑑
賞
し
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
一
〇
月
「
秋
の
風

物（
静
物
と
人
物
）」、
一
一
月
「
美
味
し

い
料
理
の
撮
り
か
た
」、
一
二
月
「
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
撮
る
」

な
ど
を
計
画
。
〝
わ
あ
、
綺
麗
ね
。
ど
う

や
っ
て
撮
っ
た
の
？
〞と
ご
家
族
や
お
友

達
か
ら
自
慢
で
き
る
よ
う
な
写
真
を
目
指

し
ま
す
。

【
絵
画
教
室
】

女
子
美
大
の
吉
武
教
授
を
講
師
に
水
彩

画
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
七
月
は

受
講
者
自
身
が
好
き
な
絵
画（
コ
ピ
ー
）を

持
参
し
て
、
そ
れ
を
模
写
し
な
が
ら
先
生

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
自
の

自
発
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
〝
こ
う
す

れ
ば
も
っ
と
意
図
が
明
確
に
な
る
〞な
ど

適
格
な
指
導
で
思
わ
ず
筆
の
動
き
も
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
九
月
に
は
実
際
に
モ

デ
ル
を
仕
立
て
て
の
デ
ッ
サ
ン
を
勉
強
し

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
東
京
の
下
町
情

緒
豊
か
な
名
所
や
秋
の
紅
葉
の
名
所
な
ど

に
出
か
け
て
の
野
外
絵
画
教
室
な
ど
を
企

画
中
で
す
。

【
陶
芸
教
室
】

三
回
を
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
既
に

二
回
の
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
マ

グ
カ
ッ
プ
や
小
鉢
、
小
皿
な
ど
実
用
的
な

逸
品
が
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
し

く
銀
座
1
丁
目（
有
楽
町
駅
そ
ば
）に
あ
る

陶
芸
教
室（
陶
芸
舎
）と
新
し
い
企
画
を
打

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
の
で
近
日
中
に
ご
案

内
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【
料
理
教
室
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
今
日
の
料
理
」
な
ど
で
お
馴

染
み
の
河
野
先
生
を
中
心
に
既
に
一
一
回

開
催
。
毎
回
定
員
オ
ー
バ
ー
で
抽
選
と
言

う
盛
況
で
す
。
今
後
の
活
動
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（
文
化
交
流
委
員
長
／
豊
島
）

（5）第70号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年9月

■幹事異動

・監査役特別部会／正世話人
〈前任〉藤村裕　物産不動産㈱監査役
〈新任〉松岡靖　大東化学㈱監査役
・監査役特別部会／副世話人
〈前任〉松岡靖　　大東化学㈱監査役
〈新任〉保坂庄司　三井石油開発㈱監査役
〈新任〉松平憲明　三井物産プラスチックス㈱監査役

■東京三栄会入会

・ライセンスオンライン㈱
（生活産業部会）

■東京三栄会退会

・白石灰化工㈱ （化学品部会）
・三井物産フューチャーズ㈱　

（物流・金融・コーポレート部会）
・㈱ウィスダ 生活産業部会）
・㈱宇徳 （物流・金融・コーポレート部会）
・生和糖業㈱ （生活産業部会）
・エムオーツーリスト　　

（物流・金融・コーポレート部会）
東京三栄会加入会社数
142社（2007年10月1日現在）

お し ら せ
（サンエイニュース・70号以降）
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第70号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年9月 （6）

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト
㈱
は
、
三
井
物

産
が
七
月
二
一
・
二
二
日
に
実
施
し
た
、

福
島
県
の
田
代
社
有
林
で
の
社
員
お
よ
び

家
族
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
に
お

い
て
、
間
伐
見
学
、
森
林
の
自
然
観
察
、

生
物
多
様
性
の
研
修
、
尾
瀬
国
立
公
園
に

編
入
が
決
ま
っ
た
田
代
山
頂
高
層
湿
原
へ

の
登
山
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
二
九
名
は
曇
り
時
々
小
雨
と
い

う
天
候
の
も
と
、
事
故
も
な
く
登
山
を
含

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、「
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
自
然
を
保
全
し
て
い
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
」「
生
物
多
様
性
や
人
工
林
の

勉
強
が
で
き
、
自
然
に
対
す
る
興
味
が
湧

い
た
」「
美
し
い
幻
想
的
な
高
層
湿
原
に
感

激
し
た
」「
で
き
る
だ
け
多
く
の
社
員
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
寄
せ

ま
し
た
。

当
社
で
は
、
社
有
林
を
使
っ
た
活
動
を

今
後
も
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
物
産
フ
ォ
レ
ス
ト
㈱

電
話：

〇
三
―
三
五
八
〇
―
七
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
―
三
五
八
〇
―
七
二
〇
三

e-m
ail：

info@
m
itsui-forest.co.jp

http://w
w
w
.m
itsui-forest.co.jp/

■
■
■

「
ス
プ
ー
ン
印
」
で
お
な
じ
み
の
三
井

製
糖
㈱
は
今
秋
、
サ
ン
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
」
の
お
砂
糖

を
発
売
し
ま
し
た
。

シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
は
双
子
の
う
さ
ぎ

「
し
ろ
う
さ
」「
く
ろ
う
さ
」
の
天
才
パ
テ

ィ
シ
エ
で
す
。
雑
貨
、
玩
具
、
ア
パ
レ
ル

な
ど
幅
広
く
商
品
化
さ
れ
て
お
り
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
も
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
て
い
る
、

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。
今
回
発
売
し
た
お
砂
糖
は
、
ご
家
庭

で
お
菓
子
づ
く
り
が
楽
し
め
る
「
粉
砂
糖
」

「
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー
」
の
二
品
。
ふ
ん
わ

り
し
た
粉
砂
糖
は
か
た
ま
り
に
く
く
、
い

つ
で
も
簡
単
に
お
菓
子
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー
は
沖
縄
原
料

一
〇
〇
％
。
味
わ
い
深
く
コ
ク
の
あ
る
甘

味
で
、
お
菓
子
を
風
味
豊
か
に
仕
上
げ
ま

す
。
お
子
様
も
手
に
取
り
や
す
い
七
〇
g

パ
ッ
ク
で
、
便
利
な
チ
ャ
ッ
ク
付
き
。
ま

た
、
発
売
記
念
に
か
わ
い
い
レ
シ
ピ
シ
ー

ル
も
付
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
菓
子
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
製
糖
㈱
お
客
様
相
談
窓
口

電
話：

〇
一
二
〇
―
三
一
〇
三
一
八

好
投
と
打
者
猛
攻
で

連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
が
覇
者
に

今
年
も
三
栄
会
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、

今
回
は
第
二
〇
回
目
の
記
念
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

今
大
会
は
三
一
チ
ー
ム
が
参
加
。
一
七

回
大
会
よ
り
三
年
連
続
優
勝
の
日
本
ユ
ニ

シ
ス
が
事
情
に
よ
り
不
参
加
。
ま
た
、
ア

ラ
マ
ー
ク
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ジ

ャ
パ
ン
と
三
井
物
産
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
連

合（
以
下
「
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
」）を
組
ん
で

の
参
加
と
な
り
、
優
勝
争
い
は
熾
烈
な
も

の
に
。

開
催
グ
ラ
ン
ド
を
二
年
ぶ
り
に
サ
ン
ケ

イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
埼
玉
県
三
郷
市
）

と
し
、
五
月
一
三
日（
日
）に
開
幕
し
た
今

大
会
は
連
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
グ

ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
順
調
に

試
合
を
消
化
。
昨
年
は
中
止
に
次
ぐ
中
止

で
、
決
勝
が
八
月
に
ず
れ
込
む
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
六
月
三
日

（
日
）に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
勝
に
コ
マ
を
進
め
た
の
は
、
連
合
ア

ラ
・
プ
ラ
と
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
。
連
合
ア

ラ
・
プ
ラ
は
、
準
決
勝
で
三
国
コ
カ
・
コ

ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
と
激
戦
の
末
、
同
点
に

追
い
つ
き
、
最
後
は
大
会
規
定
に
よ
り
ジ

ャ
ン
ケ
ン
で
の
勝
利
。
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

も
二
回
戦
で
エ
ム
オ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
を
一

対
〇
、
三
回
戦
で
は
や
ま
と
に
八
対
七
逆

転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
、
と
両
者
と
も
接
戦
を

制
し
て
の
決
勝
進
出
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
試
合
は
、
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
が
連

合
ア
ラ
・
プ
ラ
先
発
の
田
畑
投
手
の
立
ち

上
が
り
の
乱
調
を
攻
め
、
二
つ
の
死
球
と

敵
失
を
足
掛
か
り
に
、
四
番
村
田
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
ど
で
四
得
点
。
投
げ
て
は
先
発

の
斉
藤
投
手
が
完
璧
な
内
容
で
五
回
途
中

ま
で
無
安
打
無
得
点
に
抑
え
込
み
ま
す
。

と
こ
ろ
が
五
回
、
斉
藤
投
手
が
突
如
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
乱
し
、
四
つ
の
四
球
を
選
ん

だ
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
が
無
安
打
で
二
点
を

返
し
ま
す
。

続
く
六
回
、
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
が
一
気

に
畳
み
掛
け
、
一
ア
ウ
ト
二
・
三
塁
か
ら

玉
城
内
野
手
が
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
ラ

ン
ナ
ー
二
人
が
帰
っ
て
勝
ち
越
し
。
こ
の

回
打
者
一
巡
一
三
人
の
猛
攻
で
八
得
点
。

連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
の
田
畑
投
手
は
二
回
以

降
は
エ
ー
ム
打
線
を
一
安
打
に
抑
え
る
好

投
を
見
せ
、
一
〇
対
四
で
連
合
ア
ラ
・
プ

ラ
が
連
合
チ
ー
ム
な
が
ら
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
第
一
回
大
会
か
ら
審
判

と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
審
判

協
会
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
授
与
す
る
な

ど
、
二
〇
回
目
を
迎
え
た
記
念
大
会
は

華
々
し
く
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
／
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
　
林
）

大
会
詳
細
H
P

http://www.jbs.co.jp/saneikaibb/

■
個
人
賞

・
最
高
殊
勲
選
手
賞

玉
城
内
野
手

（
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
）

・
投
手
部
門
賞

田
畑
投
手

（
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
）

・
打
撃
部
門
賞

知
念
内
野
手

（
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
）

・
守
備
部
門
賞

田
代
外
野
手

（
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
）

・
委
員
長
賞

山
口
投
手

（
連
合
ア
ラ
・
プ
ラ
）

宇
徳
運
輸
チ
ー
ム
が

二
〇
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
つ

第
二
〇
回
東
京
三
栄
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流

テ
ニ
ス
大
会
が
、
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修

セ
ン
タ
ー（
千
葉
県
柏
市
）に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
〇
日（
日
）の
予
選

で
は
、
合
計
二
〇
チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し

た
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
七
月
八
日

（
日
）に
は
決
勝
大
会
を
行
い
、
み
ご
と
宇

徳
運
輸
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

今
年
は
決
勝
初
日
に
雨
が
降
り
順
延
と

な
っ
た
関
係
で
二
チ
ー
ム
が
欠
場
と
な
っ

た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
決

勝
二
日
目
は
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
梅
雨

入
り
し
て
い
た
も
の
の
、
滞
り
な
く
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
会
場
な
ど

の
都
合
で
懇
親
会
を
催
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ー
ト
上
で
の
表
彰
式

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
優
勝
し
た
宇
徳
運
輸
㈱（
現：

㈱
宇
徳
）が
他
チ
ー
ム
の
方
を
誘
っ
て
の
祝

勝
会
を
開
催
し
、
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
打
ち
合
わ
せ
を
含
め
休
日
返

上
で
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
テ
ニ
ス

部
会
世
話
人
の
皆
様
お
よ
び
協
賛
品
を
ご

提
供
い
た
だ
い
た
関
係
各
社
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
場
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
イ
ン
ド
ア

コ
ー
ト
で
の
実
施
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

【
試
合
結
果
】

優
　
勝：

宇
徳
運
輸
A
チ
ー
ム

準
優
勝：

中
央
ビ
ル
ト
工
業

第
3
位：

物
産
不
動
産

第
4
位：

宇
徳
運
輸
B
チ
ー
ム

第
5
位：

新
日
本
空
調

第
6
位：

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

第
7
位：

テ
レ
パ
ー
ク

第
7
位：

極
東
石
油
工
業

※
7
月
31
日
付
で
㈱
宇
徳
は
退
会
と
な
り
ま
し
た

三
井
物
産
田
代
社
有
林
に
て

森
林
環
境
教
育
を
実
施

東 京 三 栄 会 会 員 各 社

新社長紹介
今年新しく社長になられた方々を紹介します。

（掲載は社名順、敬称略）

●（株）ジェイエスキューブ・サービス

代表取締役社長 須川 壮己

ジェイエスキューブグループで
す。大量事務処理のコストダウ
ン専門家としてBPOに取り組み
ます。

●第一ブロイラー（株）

代表取締役社長 白崎憲二

鶏肉の生産から販売まで一貫し
て、美味しさとともに食の安全・
安心を提供します。

●東京鋼鐵（株）

代表取締役社長 南　良隆

貴重な鉄鋼スクラップ資源を電
気炉により鋼材に再生しており
ます。安全と環境を重視し、社
会貢献に努めてまいります。

●（株）物産フードサービス

代表取締役社長 高橋　薫

当社は従来からの食品の販促業
務に加え、キングオスカーブラ
ンド缶詰ほかの自己名義売買を
開始しました。

●三井液化ガス（株）

代表取締役社長 佐藤雅一

2004年12月1日に三井石油（株）か
ら分割新設し、年に170万トン
扱うLPガス輸入・販売会社です。

●三井物産マーケティング（株）

代表取締役社長 佐藤　武

豊かなライフスタイルの実現を
目指し、デザイン家電や雑貨、
家具インテリアを提案してまい
ります。

●三井リース事業（株）

代表取締役社長 森　修

商社系会社としての専門的知識
と経験を生かし、お客さまのニ
ーズに応えてまいります。

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
シ
ュ
ガ
ー
バ
ニ
ー
ズ
」
が

お
砂
糖
に
な
り
ま
し
た
！
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